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カメ目 Testudines イシガメ科 Geoemydidae 日本固有 

ニホンイシガメ 
Mauremys japonica (Temminck et Schlegel, 1838) 

 

カテゴリー判定結果 絶滅危惧Ⅱ類（VU） B1ab 

基準A: ― 基準 B: VU 基準 C: ― 基準 D: ― 基準 E: ― 

B1．出現範囲が 20000 km⁠²未満であると推定されるほか、次の兆候が見られる。 

a) 生息地が過度に分断されているか、10 以下の地点に限定されている。 

【過度に分断】 

ニホンイシガメは主に河川や湖沼といった淡水域にみられるが、陸域環境も多く利用する

ため、個体群の維持には淡水域と陸域が混在する水辺環境の存在がとくに重要である。そ

のような本種において好適な生息環境は、河川改修や圃場整備等に加え、里地里山の管理

放棄等の影響により消失や減少が各地で進行している。さらに湖沼や河川の中下流域の水

辺環境は、外来種のクサガメやミシシッピアカミミガメが優占する事態が進行しており、

本種が健全に生息する地域は分断化され個体群が孤立してきている。 

b) 出現範囲、生息地面積、生息地の質、生息地点数、成熟個体数のいずれかに継続的な減

少が推定・予測される。 

【判断理由】 

ニホンイシガメの生息地の中で平地を中心とした水辺環境では、外来種のクサガメやミシ

シッピアカミミガメが侵入し、餌資源や生息場所などをめぐる競合が生じており、各地で

ニホンイシガメの個体群の衰退や局所的な絶滅を生じている。また、クサガメとの間に異

種間交雑が生じており、複数の地点から交雑個体が見つかっている。この交雑個体は繁殖

能力を有することが確認されており、遺伝的に純粋なニホンイシガメ個体群の消失が懸念

される。さらに、アライグマによる影響も深刻である。2010 年代以降より、千葉県や福岡

県で実施された調査によると、アライグマが侵入した地域では、捕食被害を受けてニホン

イシガメの個体数が急速かつ顕著に減少したことが報告されている。その他の多くの地点

からも、アライグマによるものとみられる捕食被害が報告されている。加えて、ペット取

引による野生個体の乱獲も起きている。これら一連の生息阻害要因は本種の生息範囲全体

で影響を及ぼしているとみられ、各地のニホンイシガメの個体群維持が困難になっており、

個体群の衰退と消失が進行している。 

評価分科会： 爬虫類・両生類分科会 

 

概要 

ニホンイシガメは、本州、四国、九州および周辺島嶼に生息する日本固有種である。小

川や河川、池などに生息し、湿地や水田でもよく見られる。本種は、河川改修工事や水田

の圃場整備による生息地の減少や、ペット取引による乱獲、外来種アライグマによる捕食



 

― 115 ― 

圧、クサガメやミシシッピアカミミガメといった外来種との餌や生息地などの資源をめぐ

る競争、そしてクサガメとの間の交雑を介した遺伝的撹乱の影響により、絶滅の危機に瀕

している。 
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基礎情報 

【形態】 

背甲は褐色か暗褐色で、腹甲は黒色。背甲は卵形で、背中線上はにぶく不連続な隆条を

もち、後縁部はにぶい鋸歯状を呈する。頭部は灰褐色で、四肢は暗灰褐色または黒褐色。

前肢の肘部の後縁に黄色の縦条があり、さらにその前方部に灰色の縦条が入ることもあ

る。爪は前肢が 5 本、後肢が 4 本。尾は比較的長い。背甲長はオスが 13 cm、メスが 20 cm

程度。幼体やオスは甲が扁平だが、メスは甲高でドーム状となる。 

【生活史】 

淡水性で河川や湖沼等の淡水域にみられるが、陸域でも活動する。藻類や植物、果実類

といった植物性のものから、貝や昆虫、甲殻類といった無脊椎動物から、魚類、爬虫類や

鳥類の死体等、動物質のものまで食べる雑食性。卵生で 5 月末から 8 月初期に産卵する。

孵卵時の温度で性別が決まる、温度依存性決定。交尾時期は春季と秋季。冬季は河川や湖

沼の水中で越冬する。オスは 10 年から 15 年、メスは 20 年から 30 年ほど生きるとされる

が、正確な寿命は不明。 

【生息環境】 

河川や湖沼といった淡水環境に生息する、さらに周辺の陸域や水田などの環境もよく利

用している。 

生息環境区分： 

【陸域_中標高地 低標高地】田地・畑地，農業用水路，湿地・湿原・細

流，河川上流域，河川中流域，ため池・池沼，湖・ダム湖 

【陸域_平地部】田地・畑地，湿地・湿原，河川中流域，河川下流域，ワ

ンド，農業用水路，小河川，ため池・池沼，潟・湖・ダム湖 

国土地域区分： 
（1）奥山自然地域，（2）里地里山・田園地域，（4）河川・湿地地域，（7）

島嶼地域 

【分布域】 

本州（新潟県から関東以南）、四国、九州、周辺島嶼。 

現在の生息状況 

【分布域の現況】 

小規模な絶滅が各地で生じていると考えられるが、詳細は不明。 

【生息地の現況】 

詳細は不明だが、開発等により生息環境の劣化・消失が続いていると考えられる。 

【個体数の現況】 

減少傾向にあるとみられる。全体のデータはないが、千葉県等のモニタリングでは明確

な減少が示されており、これは全体の傾向を反映していると考えられる。 
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存続を脅かす要因 

温度依存的性決定のため、産卵地域の温度環境の制限が性比のアンバランスを生じる可

能性が指摘されている。低山地の沢周辺の樹林伐採、護岸整備などによる環境悪化や土地

開発、水田の耕作放棄などによる生息地消失が進んでいる。ペット用の商業捕獲の影響に

よる減少が懸念される。外来種のクサガメやハナガメとの交雑が生じ、遺伝的撹乱の影響

が懸念される。生息域において、外来種のクサガメやミシシッピアカミミガメとの競争的

生息分布の縮小が報告されている。外来捕食者のアライグマによる捕食被害が各地で報告

されており、個体数の減少が予測されている場所、ならびに局所的に絶滅したとみられる

地域もある。 

要因の区分： （過去） 森林伐採，湖沼開発，河川開発，湿地開発，圃場整備，土地造成，

ダム・河川工作物建設，捕獲・狩猟/園芸採取，競争/競合（外来種

による），交雑（外来種による） 

（現在） 森林伐採，湖沼開発，河川開発，湿地開発，圃場整備，土地造成，
ダム・河川工作物建設，捕獲・狩猟/園芸採取，捕食（外来種によ
る），競争/競合（外来種による），交雑（外来種による），気候変動 

 

特記事項 

ミトコンドリア DNA に基づく遺伝的変異を調べた研究により、遺伝的に異なる 2 系統

の存在が確認されている。一方は本州の大部分と四国に見られ、もう一方は中国地方の西

部と九州に見られる。広島県や島根県域において、両系統が混在する地域がある。 

 

旧レッドリストカテゴリーと掲載名 

第４次 2020: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第４次 2019: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第４次 2018: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第４次 2017: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第４次 2015: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第４次: ニホンイシガメ Mauremys japonica NT 

第３次: ニホンイシガメ Mauremys japonica DD 

第２次: ― ― ― 

第１次: ― ― ― 

都道府県レッドリスト・レッドデータブック掲載状況（令和６年度末時点） 

【宮城県】情報不足(DD)，【茨城県】情報不足②現状不明種，【群馬県】絶滅危惧ⅠA 類(CR)，

【埼玉県】情報不足(DD)，【千葉県】最重要保護生物(A)，【東京都（本土部）】絶滅危惧Ⅰ

A 類(CR)，【東京都（区部）】絶滅危惧ⅠA 類(CR)，【東京都（北多摩）】絶滅危惧ⅠA 類(CR)，
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【東京都（南多摩）】絶滅危惧ⅠA 類(CR)，【東京都（西多摩）】絶滅危惧ⅠA 類(CR)，【神

奈川県】絶滅危惧Ⅰ類，【新潟県】準絶滅危惧(NT)，【富山県】絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)，【石

川県】準絶滅危惧(NT)，【福井県】県域準絶滅危惧，【山梨県】絶滅危惧Ⅱ類(VU)，【長野

県】絶滅危惧Ⅱ類(VU)，【岐阜県】準絶滅危惧，【静岡県】準絶滅危惧(NT)，【愛知県】準絶

滅危惧(NT)，【三重県】絶滅危惧Ⅱ類(VU)，【滋賀県】希少種，【京都府】要注目種，【大阪

府】NT，【兵庫県】C ランク，【奈良県】絶滅危惧種，【和歌山県】準絶滅危惧(NT)，【鳥取

県】準絶滅危惧(NT)，【岡山県】絶滅危惧Ⅱ類，【広島県】準絶滅危惧(NT)，【山口県】絶滅

危惧Ⅱ類(VU)，【徳島県】絶滅危惧ⅠB 類，【香川県】準絶滅危惧(NT)，【愛媛県】絶滅危惧

Ⅱ類(VU)，【高知県】注目種，【福岡県】絶滅危惧ⅠB 類(EN)，【佐賀県】情報不足，【長崎

県】絶滅危惧ⅠB 類(EN)，【熊本県】準絶滅危惧種(NT)，【大分県】絶滅危惧Ⅱ類(VU)，【宮

崎県】絶滅危惧Ⅱ類(VU-r)，【鹿児島県】準絶滅危惧 

保護に係る法令指定状況（令和７年度末時点） 

指定なし 
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アセスメントサマリー（Assessment summary ） 

Mauremys japonica has been assessed for threatened wildlife of Japan Red List 5th edition. 

Mauremys japonica is listed as VU under criteria B1ab. 

B1. Extent of occurrence estimated to be less than 20,000 km⁠², and estimates indicating at least 

two of a-c: 

a. Severely fragmented or known to exist at ten or fewer locations. 

b. Continuing decline, observed, inferred or projected, in any of the following: 

(i) extent of occurrence 

(ii) area of occupancy 

(iii) area, extent and/or quality of habitat 

(iv) number of locations or subpopulations 

(v) number of mature individuals 

Habitat types:  【Terrestrial/Freshwater area_Mid-altitude area, Low-altitude area】Farmland, 

Agricultural ditch, Wetland/Marsh/Stream, Upper river basin, Middle river 

basin, Reservoir/Pond, Lake/Dam 

【Terrestrial/Freshwater area_Plain】Farmland, Wetland, Middle river basin, 

Lower river basin, Inlet, Agricultural ditch, Small river, Reservoir/Pond, 

Lagoon/Lake/Dam 

Threat types:  Logging and wood harvesting, Lake development, River development, Wetland 

development, Field preparation, Land development, Dam/River structures 

construction, Hunting and collecting animals/Gathering plants, Predation (by 
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alien species), Competition (with alien species), Hybridization (with alien 

species), Climate change 

Law designation 
status for 
conservation 

－ 
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